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■はじめに

この度は MXL をお買いあげいただき、有り

難うございます。本マニュアルは「クイック

スタート」と「リファレンス」の二部構成と

なっています。初めて MXL をお使いになる

方は、まず「クイックスタート」をお読みく

ださい。

さらに詳細な情報については「リファレンス」

をご覧ください。

■クイックスタート

MXL シリーズ の構成

お買いあげいただいた MXL シリーズ には

以下のパーツが含まれています。不足部品が

ある場合は、販売店にご相談ください。

1.	 MXL 本体

2.	 USB ダウンロードケーブルおよび Race 

Studio 2 CD-ROM

3.	 ハーネス / ケーブル類

4.	 ラップセンサ (NR-A 用および P&P を含

む Pista / Pro 05)

5.	 ラップマーカーおよび外部電源ケーブル

(P&P を含む Pista / Pro 05)

6.	 液温センサ (M5 もしくは NPT1/8 のい

ずれか - Pista / Pro 05 )

7.	 スピードセンサ ( バイク用もしくはギア

トゥースのいずれか - Pista / Pro05)

Pro 05 には別途専用ハーネスが必要です。

この他に下記のオプションパーツがありま

す。

•	 Strada用基本センサ・ハーネスキット(液

温及びスピードセンサ含む )

•	 ラップセンサ

•	 Pro 用ハーネス ( オーダーメイド )

•	 その他のセンサ ( 圧力・各種ストローク・

ジャイロ・外部 G など )

取り付け

電源

MXL シリーズは、9-15V の外部直流電源を

使用します。電源ケーブルを車両のアクセサ

リ電源などに接続します。GND は、ノイズ

対策のためバッテリーのマイナス極に直接つ

なぐ事を推奨します。MXL のピン配置など

は、CD-ROM に含まれるデータシートをご

確認ください。

MXL シリーズに電源スイッチはあり

ません。外部電源入力に連動します。

ディスプレイ

ディスプレイは、振動による破損を避けるた

め、裏面の 4 個のゴムマウントナットを利

用して取り付けます。走行中に外れないよう

に、しっかりしたステーを作成して取り付け

てください。

Pista および Pro には横 G センサが内蔵され

ているため、車両の進行方向に対して斜めに

ならないように取り付けてください。

ラップセンサ

1. 赤外線式の場合

赤外線受信器 ( ラップセンサ ) をラップマー

カーを設置したコースサイドに向けます。ま

た、赤外線は不透明な材質や赤外線カットガ

ラスに遮断されてしまうため、ラップマー
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カーまで見通せる状態にしておかなければな

りません。受信器の端にある小さなレンズで

信号を受けます。受信器はベルクロや両面

テープなどで固定します。

2. 高感度磁気式 ( オプション ) の場合

センサに記載されている矢印方向を、車体の

前後方向と合わせて、なるべく低い位置に取

り付けます。Magnetic Beacon Receiver と

記載されている面を上側にして取り付けてく

ださい。

タコメーターケーブル

MXL シリーズは、エンジン回転数を ECU

もしくは点火コイル一次側からピックアップ

します。MXL のピン配置などはデータシー

トをご確認ください。

車両側の状況によっては、別売りのフィルタ

や誘導ピックアップアダプタが必要な場合が

あります。詳細については、個別にお問い合

わせください。

MXL シリーズが対応しているレース用 ECU

の場合、シリアル通信によっても取得できま

す。この場合、タコメーターケーブルを用い

る必要はありません。

速度センサ

1. バイク用の場合

ハブなどを加工してマグネットを取付けま

す。このマグネットから 20mm 以内程度で

正対するように、センサ本体を取り付けます。

センサ本体とマグネットの位置関係がずれな

いように、しっかりしたステーを作成して固

定してください。

2. ギアトゥースタイプの場合

磁性金属に反応します。ギアなどからの距離

が 0.5-2.0mm(1.0mm が最適です ) となるよ

うに取り付けてください。センサの仕様につ

いては、「リファレンス」を参照してください。

3.ECU などからの信号を利用する場合

オプションの延長ケーブルか、付属する速度

センサを加工して、直接信号を入力します。

コネクタのピン配置などはデータシートをご

確認ください。

MXL シリーズが対応しているレース用 ECU

の場合、シリアル通信によって取得すること

も可能です。この場合、速度センサを用いる

必要はありません。
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液温センサ

付属する液温センサは、エンジンの水温セン

サ取り付け部などを加工して取り付けます。

センサは M5 サイズか、NPT 1/8 サイズです。

液温センサはエンジンに近い場所に取り付け

るため、激しい振動にさらされます。このた

め、センサやケーブルは必ずきちんと固定し

てください。ケーブルが固定されていない場

合も、センサの根元で断線しやすくなります

ので、注意してください。

各センサとMXL を接続する

すべてのセンサを正しく取り付けたら、

MXL 本体と接続します。速度センサを

SPEED に、ラップセンサを BEACON に、

それぞれ取り付けます。温度センサは Ch1

から Ch8 までのアナログ入力に接続します。

レース用 ECUとの接続

MXL シリーズには、レース用 ECU に接続

するためのシリアル通信ポートが用意されて

います。接続できる ECU の種類や接続方法

については、Aim 社のサイトでご確認くだ

さい。。

ラップマーカー ( 赤外線式の場合 )

ラップマーカー ( 赤外線発信器 ) を、コース

サイドのなるべく走行ラインが近い場所に置

きます。また、ラップマーカーは受信器と同

じ高さに置く必要があります。

ラップマーカーは、右上の円形に配置された

LED から赤外線を発信します。裏面に電源

スイッチと外部電源の入力コネクタがありま

す。

使用するためには、裏面から 4 本のビスを

ゆるめてカバーを外し、単 3 型乾電池を 8

本か、006P 型 9V 電池を 1 本取り付けます。

通常、新品の単 3 型アルカリ電池を装着し

てから 20 時間使用できます。Power ランプ

が点滅したら電池を交換してください。

外部電源を使用する場合には、乾電池は必要

ありません。外部電源は DC12V のものをお

使いください。付属する外部電源ケーブルに

はシールドバッテリー用のコネクタが取り付

けられていますので、赤いコネクタを＋ ( プ

ラス ) 端子に、黒いコネクタを−( マイナス )

端子に取り付けてください。なお、外部電源

用ケーブルをラップマーカーの外部電源入力

コネクタに取り付けると、内部の乾電池はバ
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イパスされて使用されません。内部電源を使

用する場合にはケーブルを取り外してくださ

い。

初期設定

MXL の初期設定を行います。パーソナルコ

ンピュータで設定を行い、MXL に送信しま

す。設定方法の概略は下記の通りです。

1.	 付属する CD-ROM から設定ソフトウェ

アおよび USB ドライバをコンピュータ

にインストールします。

2.	 MXL とコンピュータをダウンロード

ケーブルで接続し、MXL の電源を入れ、

USB ドライバのインストールの仕上げを

行います。

3.	 Race Studio 2 を起動し、「ロガーマネー

ジャ ( 英語表記は Sytem manager: 以下

も同様 )」メニューでロガーマネージャ

を表示させます。

4.	  「チャンネル (Channels)」タブを押して、

チャンネル設定画面を表示させ、アナロ

グチャンネルに接続してあるセンサの種

類などを設定します。付属する液温セン

サは「サーミスタ PT100(Thermresistor 

PT100)」です。

5.	  「システム設定 (Configuration)」タブを

押します。タイヤ外周長やタコメータ、

警告ランプなどの設定を行います。

6.	 最上段の「送信 (Transmit)」ボタンを押

し、設定を MXL に送信します。

7.	 接続したセンサの種類によってはキャリ

ブレーションが必要になります。「キャ

リブレート (Calibrate)」メニューを押し

て、センサ毎にキャリブレーションを行

います。

8.	  「オンライン (Online)」メニューを押し

て、表示値が正しいかどうかを確認しま

す。

なお、詳細については専用のソフトウェア解

説サイト (http://sw.aimsports.jp/) を参照し

てください。

使用方法のアウトライン

走行中の表示

MXL シリーズ は、電源を入れるだけで走行

する準備ができます。

ディスプレイには、図のように各種の数値を

表示させることが可能です。

•	 中 段 右 の ラ ッ プ タ イ ム 表 示 部 分 は

[VIEW] ボタンで切り替えられます。

•	 下段のアナログチャンネルページは [>>]

ボタンで切り替えられます。

データを記録する

MXL シリーズは、ラップタイムや各ラップ

の最高回転・速度などを記録できます。また、

Pista および Pro 05 シリーズではすべての

チャンネルをロギングすることも可能です。
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なお、MXL シリーズは速度が 10km/h 以上

もしくはエンジン回転数が 1000rpm 以上に

なっていないと、データを記録しません ( タ

イム自体は表示されます )。

データを呼び出す

走行が終了したら [MEM] ボタンを押します。

これでデータ呼び出しモードに入り、ディス

プレイには、最後のセッションのベストタ

イムを記録した周回のデータ ( ラップタイム

および各チャンネルの最高値 ) が表示されま

す。

矢印キーで記録されているタイムすべてを閲

覧することができます。後に進めるには [>>]

キーを、前に戻すには [<<] キーを押します。

各ラップの区間タイムは、ラップタイムの後

に順次表示されます。

データのダウンロード

MXL とコンピュータをダウンロードケーブ

ルで接続し、MXL の電源を入れ、Race Stu-

dio 2 の「ダウンロード」メニューを選択し

ます。詳細は専用のソフトウェア解説サイト

(http://sw.aimsports.jp/) を参照してくださ

い。

データの消去

データを消去するには、コンピュータに接続

して設定を再送信するか、データをダウン

ロードする際に、指示に従ってクリアします。

最新ファームウェアが搭載された

MXL シリーズは、サイクリックメモ

リとなっており、メモリがフルになると古い

データが自動的に消去されます。このため、

通常は明示的にデータをクリアする必要はあ

りません。
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■リファレンス

MXL シリーズ 各部品の詳細

MXL シリーズ の各部品の詳細と、取り付け

る際の注意点は以下の通りです。

ディスプレイ

大きな表示領域を持つディスプレイには、各

種の数値を表示させることが可能です。

最上段にはエンジン回転数がバーグラフで表

示されます。

バーグラフの右隣には速度が表示されます。

バーグラフの下部にはギアポジションが表示

されます。

中段中央から左寄りの部分および最下段には

アナログチャンネルの数値などが表示されま

す ( 表示させるチャンネルなどは変更可能で

す )。中段左側には、選択した 2 チャンネル

の数値が常時表示されます。最下段に固定テ

キストを表示させていなければ、選択した 4

チャンネルが 1 ページに 2 チャンネル毎で

表示されます。[>>] ボタンでページを切り替

えることができます。

中段右側に表示される項目は、ストリート

モードとサーキットモードで異なります。ス

トリートモードではトリップメーター・オド

メーター・エンジン回転数・バッテリ電圧・

時刻が、サーキットモードでは予想ラップタ

イム・ラップ / スプリットタイム・エンジン

回転数・バッテリ電圧・時刻が表示されます。

表示させる項目は [VIEW] ボタンで切り替え

ることができます。

ストリートモードで起動した場合でも、コー

スサイドにおいたラップマーカーの前を通過

する ( 赤外線式の場合 ) か、埋設された磁石

の上を通過する ( 磁気式の場合 ) と、サーキッ

トモードに切り替わります。ストリートモー

ドに戻す場合には、いったん電源を落として

から入れ直してください。

また、ディスプレイにはバックライトがある

ので、夜間でも使用することができます。

取り付ける際には、裏面 4 カ所に埋め込ま

れているナットを利用してしっかりと固定し

てください。振動を抑えるために、付属する

ゴムマウントナットを利用することを推奨し

ます。なお、Pista および Pro には横 G セン

サが内蔵されているため、車両の進行方向に

対して斜めにならないように取り付けてくだ

さい。

ボタン

MXL シリーズ のディスプレイ下部にはシス

テムの設定や記録されたデータを呼び出した

り消去するための 4 つのボタンがあります。

ボタンの主な用途は以下の通りです。

•	 [MENU / <<] ：　メニュー表示・前に戻

る・バックライトオンオフ ( 走行中のみ )

•	 [>>] ：　次に進む・最下段表示チャンネ

ルの切替

•	 [MEM] ：　設定メニュー内では確定・

データの呼び出し

•	 [VIEW] ：　設定メニューを終了する・

中段右側表示項目を切り替える

MXL シリーズに電源スイッチはありません。
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外部電源のオンオフに連動します。また、電

源を入れる際に [MENU/<<] と [>>] ボタンを

押していると、デモンストレーションモード

になります。

USB ポート

本体左側面のゴムカバー内部には、USB ポー

トがあります。付属するケーブルを使用して

PC と接続します。

警告ランプ

MXL シリーズにはアナログチャンネル警告

ランプ、回転警告ランプが装備されています。

アナログチャンネル警告ランプはメインディ

スプレイの左右に合計 6 個配置されていま

す。

回転警告ランプはメインディスプレイの上

部に配置されています。左右対称に 2 つで 1

組となり、任意の回転数で点灯させることが

できます。これらの LED は、外側から内側

にむかって順に、緑・緑・オレンジ・赤・赤

色です。

速度センサ

速度センサは、バイク用とギアトゥースタイ

プの 2 種類から選択できます。また、汎用

の近接センサや ECU からの信号を利用する

ことも可能です。速度センサの入力は、Pro/

Pro05 が 4 チャンネルで、それ以外の機種

は 1 チャンネルです。

バイク用速度センサ

バイク用速度センサは、センサ本体とマグ

ネットから構成されています。マグネットと

センサは 20mm 以内程度で正対するように

取り付けます。センサ本体とマグネットの位

置関係がずれないように、しっかりしたス

テーを作成して固定してください。

ギアトゥースタイプ速度センサ

ギアトゥースタイプ速度センサは、磁性体に

反応するいわゆる近接センサです。ギアの回

転を検出するために設計されていますが、ボ

ルトなどの磁性体の突起にも反応します。セ

ンサの仕様は表の通りです。

最小値
A 5.06mm
B 2.54mm
C 10.16mm
D 6.35mm

その他の信号を利用する

MXL シリーズは、ABS センサや汎用の近

接センサを利用することも可能です。また、

12V 以下の矩形波であれば、ECU からの信
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号も利用可能です。なお、これらのセンサ用

の取付ケーブルは用意しておりませんので、

オプションの延長ケーブルや単体コネクタを

お買い求めの上、データシートを参考に配線

を行ってください。

温度センサ

MXL Pista および Pro 05 には NPT1/8 もし

くは M5 の液温センサが一つ付属します。こ

の液温センサは、白金測温抵抗体Pt100です。

液温センサを取り付ける際には、ケーブルも

含めてしっかりと固定してください。

その他のアナログセンサ

MXL シリーズには、温度センサを含めた様々

なセンサを取り付けられる汎用アナログ入力

が合計 8(Pro 05 は 12) チャンネルあります。

センサの取付方法については、データシート

などを参照してください。また、変位センサ

なども利用できますが、この場合 PC を接続

してキャリブレートする必要があります。

ラップセンサ

ラップタイムを計測するために、ラップセン

サが必要となります。ラップセンサには赤外

線タイプと磁気タイプがあり、MXL シリー

ズでは Pro 05 を除いて、どちらのタイプも

使用することができます。赤外線タイプを使

用する場合には、コースサイドにラップマー

カー ( 赤外線発信器 ) を設置する必要があり

ます。また、磁気タイプを使用するためには、

サーキットに磁石が埋設されている必要があ

ります。

•	 赤外線式ラップセンサ　：　コースサイ

ドに設置されているラップマーカーの方

向に合わせて車両に設置します。

•	 高感度磁気式ラップセンサ　：　なるべ

く低い位置に設置します。条件により地

上高が 30cm 程度でも反応しますが、動

作を確実にするために 20cm 以下の場

所に取り付けてください。電気・磁気的

ノイズでも反応してしまう場合があるの

で、エンジンなどのノイズ源からはなる

べく離してください。センサに記載され

ている矢印を車両の前後方向に合わせま

す。

Pro 05 をのぞく MXL シリーズは

ラップセンサの形式 ( 赤外線式か磁気

式か ) を自動的に判別するため、設定し直す

必要はありません。

MXLPro 05 で磁気式ラップセンサを

利用する際には、内部設定を変更する

必要があります。この場合には、当社までご

連絡ください。

ラップマーカー /スプリットマーカー

MXL は、本体に付属するラップマーカーだ

けではなく、オプションのスプリットマー

カーにも対応しています。スプリットマー

カーはラップマーカーとは異なる信号を発信

するため、MXL は自動的に判別を行い、ス

プリットタイムを計測します。スプリット

マーカーは、電源を入れると POWER ラン
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プがゆっくり点滅し、電池が消耗した場合に

は急速に点滅します。

ラップ ( スプリット ) マーカーの設置場所が

走行ラインから 20m 以上離れてしまう場合

には、ハイパワーモードにしてお使いくださ

い。ハイパワーモードにするためには、電池

交換と同様にカバーを外し、基盤下部にある

ジャンパーピンを接続します。ショートピ

ンを一度取り外し、2 本のピンを接続させま

す。ハイパワーモードの場合、電源ランプ下

の20mランプが点灯します。ハイパワーモー

ドで使用する場合には、外部 12V 電源を使

用してください。通常のコースであれば、ハ

イパワーモードにする必要はないでしょう。

Aim のラップマーカーには周波数

( チャンネル ) 切り替え機能はありま

せん。MXL を使用する台数に関わらず、コー

スに必要なラップマーカーは一つだけです。

ラップマーカーの信号ビームは約 17

度(3：1)で拡がります。言い換えれば、

3m 離れた地点での信号ビームの大きさは約

1m になります。他社製のものも含め、赤外

線方式のラップマーカーがそばにおいてある

と、光波が干渉してしまい、信号を拾えなく

なることがあります。このような場合、ビー

ム拡がり角度を参考に、他のラップマーカー

から適当な距離を離して設置してください。

通常の使用条件であれば、10m 程度離して

設置すれば良いでしょう。

MXL シリーズのメモリについて

MXL シリーズには、ラップタイム用のメモ

リが 128k バイト内蔵されています。また、

Pista および Pro には 8M バイトの、また

Pro 05 には 16M バイトのログデータ用のメ

モリが装備されます。

ラップタイムメモリ

ラップタイム、および各ラップ毎のチャンネ

ル最高値を記録するためのメモリです。

ラップタイムメモリは最大で 500 ラップ分

の容量があり、250 ラップ分ずつ二つのブ

ロックに分割されています。ラップ数が 501

になると、前から 250 ラップが削除され、

記録が継続されます。つまり、最後の 250

ラップ分のデータは、常に保存されます。

ログデータメモリ

パーソナルコンピュータにダウンロードした

際にグラフとして表示させることが可能な、

各チャンネル毎のロギングデータを記録する
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ためのメモリです。

パーソナルコンピュータで設定 ( サンプリン

グレート ) を変更することにより、記録でき

る時間は増減します。例えば、Pista/Proでは、

トータルサンプリングレートが 380Hz の場

合には約 3 時間、2kHz の場合には約 30 分

となります。Pro 05 はこの倍の記録時間と

なります。

メモリ管理 (Pista/Pro/Pro 05)

MXL Pista/Pro/Pro 05 は、ログデータメモ

リを使い切ると古いデータをクリアして、記

録を継続します。

MXL シリーズのボタンによる設定方法

MXL の設定は、基本的に Race Studio 2 

( パーソナルコンピュータの設定ソフト ) を

利用して変更しますが、回転警告ランプの設

定や時刻合わせはディスプレイ下部のボタン

操作でも変更できます。また、トリップメー

ターリセットなどの操作はボタン操作で行い

ます。ボタン操作による設定方法の詳細は以

下の通りです。

設定メニューの詳細

電源を入れた後、[MENU/<<] ボタンを押す

と、設定モードに入ります。[MENU/<<] ボ

タンで次の設定項目に移り、[>>] ボタンで前

の設定項目に戻れます。

設定モードを終了し初期画面に戻る場合に

は、[VIEW] ボタンを押します。

次 か ら 説 明 す る 設 定 モ ー ド の 項 目 は、

[MENU/<<] ボタンを押したときに現れる順

番通りです。

Night Vision ON/OFF( バックライト )

MXL のディスプレイには、バックライトが

装備されています。NIGHT VISION ON/

OFF を表示している状態で、[MEM/OK] ボ

タンを押すとバックライトのオンオフを切り

換えられます。初期画面に戻るには [VIEW]

ボタンを押します。

走行中であれば、[MENU/<<] ボタン

を押すだけでバックライトのオンオフ

を切り換えられます。

Clear Lap Data ( ラップデータ消去 )

このメニューは、Strada のみ表示されます。

CLEAR LAP DATA が表示されている状態

で、[MEM] ボタンを 2 回押すと、ラップメ

モリがクリアされます。

Strada 以外の機種でメモリをクリアするた

めには、PC に接続してデータをダウンロー

ドするか、設定を送信する必要があります。

Total running ( 累積走行時間および距離 )

走行時間および走行距離 ( キロメートルもし

くはマイル ) の累積値を表示させることがで

きます。いわゆるトリップメーターで、必要

に応じてリセットすることもできます。

TOTAL RUNNING が表示されている状態

で、[MEM] ボタンを 2 回押すと、数値がゼ

ロにリセットされます。リセットせずに終了

する場合は、[VIEW] ボタンを押します。

Odometer ( オドメーター )

オドメーターです。リセットは出来ません。

Set Date and Time ( クロックカレンダーの
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設定 )

MXL に内蔵されているクロックカレンダー

の設定を行います。SET DATE AND TIME

と表示している状態で [MEM/OK] ボタンを

押すと、SET HOUR と表示され「時」を変

更できます。数字を変更するには [MENU/<<]

ボタンと [>>] ボタンを使用します。[MEM/

OK] ボタンを押すと、変更が確定され SET 

MINUTE「分」の設定に移ります。同じ手

順で、SET YEAR「年」、SET MONTH「月」、

SET DAY「日」、SET WEEK DAY「曜日」

を設定します。SET WEEK DAY「曜日」を

設定した後に [VIEW/QUIT] ボタンを押して

終了します。

Start Gear Calibration( ギアティーチングの

開始 )

この項目は、ギアポジション表示設定を「算

出」にした場合だけ表示されます。ギアセン

サを用いる場合などには表示されません。

算出させる際のしきい値をクリアして、改

めてティーチング作業を行うときにこのメ

ニューを利用します。START GEAR CALI-

BRATION が表示されている状態で、[MEM/

OK] ボタンを 2 回押します。すると、ディ

スプレイに Running Gear Cal と表示され、

ティーチングを開始できるようになります。

次の手順に従って、ティーチング作業を行っ

てください。

なお、ギアティーチングを行う際には、余分

なデータを記録しないように、直前に上記操

作を行い、すぐにティーチングを開始してく

ださい。

•	 それぞれのギアのしきい値を覚えさせる

ため、コースを走行し、ティーチングを

行う必要があります。なお、ティーチン

グする際にはすべてのギアを使用し、タ

イヤをロックさせたり半クラッチ状態が

無いように、スムーズに走行してくださ

い。また、各ギアを少なくとも 5 秒以上

使用し、ニュートラルやクラッチを切っ

た惰性状態での走行は避けてください。

ティーチングラップの最中は、ギアナ

ンバーは表示されません。

•	 ティーチングラップが終了したら、ピッ

トに戻って車両を停止させてください。

この際、MXL の電源を切る前に、必ず

車両を完全に停止させてください ( 速度

入力をゼロにしてください )。エンジン

の停止と MXL の電源停止は同時でもか

まいません。

•	 MXL の電源を切らずにエンジンを停止

した場合、AL ランプが点滅します。ラ

ンプが点滅している間は、しきい値を計

算中です。

•	 MXL の電源がエンジン停止と同時に切

断された場合、次に電源を入れたときに

AL ランプが点滅して、しきい値の計算

を行います。

•	 AL ランプが点滅から消灯に変わると、

ティーチングはすべて終了です。次回走

行時にはギアナンバーが表示されます。

もしも実際のギアと表示される値が異なる場

合には、再度ティーチングをやり直してくだ

さい。
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なお、計算用のしきい値は MXL 内部のメモ

リに保存されるため、一度ティーチングして

しまえば、次回の使用時もそのままギアナン

バーが表示されます。ただし、ギア比を変更

したり、タイヤ外周長が変わった場合には、

再度ティーチングする必要があります。

また、計算のアルゴリズムは速度を駆動輪で

取得することを前提としたものになっていま

す。従って、速度を駆動輪以外で取得してい

る場合には、正しいギアナンバーを表示させ

ることはできません。

Shift Light( 回転警告ランプ設定 )

ディスプレイ上部にある回転警告ランプの設

定を行います。エンジンの回転数が設定した

値に到達すると、ランプが点灯します。

SHIFT LIGHT が表示されている状態で、

[MEM] ボタンを押すと両端のランプが緑色

に点灯し、ディスプレイの上段には INSERT 

RPM VALUE と表示され、下段にはランプ

を点灯させる回転数が表示されます。

さらに [MEM] ボタンを押すと、編集モード

に入ります。[MENU/<<] ボタンで点滅して

いる桁の数字が一つずつ増加し、[>>] ボタン

で修正する桁を移動させられます。[MEM]

ボタンを押せば修正が保存され、次のランプ

の設定に移ります。[VIEW] ボタンを押すと

修正は破棄され、元の数字に変更は加えられ

ません。

設定できる値は 0 から 29999 までで、0 に

設定するとこの機能は無効になります。

Firmware Information ( ファームウェアバー

ジョン )

ファームウェアのバージョンを表示します。

GPS モジュールなどの拡張モジュー

ルを接続すると、メニュー項目が追加

されます。詳細は各モジュールのマニュアル

を参照してください。

使用方法の詳細

MXL シリーズ の電源を入れるといくつかの

情報が表示されます。

MXL は取得したデータをセッションごとに

「走行 (RUN)」として分割し、すべての周回

を記録します。テストを新たにするには、一

度電源を落としてから、再度入れ直します。

サーキットモードで走行中の表示

走行を開始し、車両がマーカーを通過すると、

Lap 001 と表示されます。

設定の際、「マーカーの数」が 2 以上の場合

には、設定された数まで Split Nr x と表示さ

れ、ベストタイムとの差が同時に表示されま

す。スプリットマーカーを使用した場合も同

様です。すべてのスプリットタイム計測用

マーカーを通過し、最初のマーカーに戻ると

ラップタイムが表示されます。

ベストラップタイムが記録されると、Best 

Lap Time と表示されます。

走行が終了すると、ディスプレイには最後の

周回の周回数とラップタイムが表示されま

す。[MEM] ボタンを押すとメモリに記録さ

れているデータにアクセスすることができま

す。
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予想ラップタイムを表示させる

MXL は、予想されるラップタイムを表示さ

せる事が可能です。予想ラップタイムは、記

録されているベストラップを基準とし、速度

データをもとに 100m 毎に計算され、表示

されます。表示される場所は、ラップタイム

と同じ中段右側です。

予想ラップタイムを表示させるために、特に

設定を変更する必要はありません。サーキッ

トモードで [VIEW] ボタンを押して、ラップ

タイム表示部分を切り替えます。予想ラップ

タイムには、表示方法が異なる 2 種類があ

ります。

FORE

FORE と表示されます。FOREcast の略です。

現状から予想されるラップタイムが表示され

ます。

RTSPL

RTSPL と表示されます。Real Time SPLit

の略です。ベストタイム時と比較して、現状

でのプラスマイナスが表示されます。

ベストラップタイムを表示する

ベストラップタイムを表示させるには、初期

画面で[MEM]ボタンを押します。最後のセッ

ション ( テスト ) のベストタイムが表示され

ます。

同時に、周回数、アナログチャンネルとエン

ジン回転数の最高値が表示されます。ラップ

タイムが点滅しているのは、そのセッション

( テスト ) のベストタイムであることを示す

ためです。

初期画面に戻るには、[VIEW] ボタンを押し

ます。

ほかのラップのデータを呼び出す

初期画面で、[MEM] ボタンを押してベスト

タイムを表示させます。[MENU/<<] ボタン

を押すと前のラップが表示され、[>>] ボタン

で次のラップが表示されます。スプリットタ

イムを計測するように設定してあれば、ラッ

プごとのスプリットタイムが表示されます。

2 つ以上のテストが残っている場合でも、

[MENU/<<] ボタンで前のテストを呼び出せ

ます。[MENU/<<] と [>>] ボタンは、押し続

けるとリピートになり、素早く移動できます。

記録されているデータを消去する

パーソナルコンピュータに接続して、データ

をダウンロードする際に、データを消去でき

ます。また、設定を送信してもデータが消去

されます。

最新ファームウェアが搭載された

MXL シリーズは、サイクリックメモ

リとなっており、メモリがフルになると古い

データが自動的に消去されます。このため、

通常は明示的にデータをクリアする必要はあ

りません。

Strada の場合には、本体ボタン操作でラッ

プメモリをクリアできます。詳細は、LAP 

DATA CLEAR をご覧ください。

パーソナルコンピュータでデータを解析する

ダウンロードケーブルを MXL とコンピュー

タに接続してデータをダウンロードします。

詳細についてはソフトウェア解説専用サイト

(http://sw.aimsports.jp/) を参照してくださ

い。
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メンテナンス

MXL シリーズ は、特にメンテナンスする必

要はありません。

改善されたファームウェアアップデータが発

表されたときには、アップグレードすること

をお奨めします。

ファームウェアのアップグレード

ファームウェアアップデータは Aim 日本語

オフィシャルサイトで随時公開します。

PC とケーブルで接続し、MXL の電源を入

れた後、ダウンロードしたアップデータ ( 拡

張子 EXE) をダブルクリックで起動すれば、

ファームウェアをアップグレードできます。
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サポート

■ 24時間無償サポートをご利用下さい。

◎ Aim s.r.l. 日本語オフィシャルウェブサイト　サポートページ

 http://www.aimsports.jp/support/index.html

お問い合わせが多いトラブルの解決方法など、FAQを掲載しています。また、最新のソフト・ファー

ムウェアなどを入手できます。

◎ Aim ソフトウェア日本語解説

 http://sw.aimsports.jp/

Aim 社がリリースしているソフトウェアの、インストール方法や使用方法を解説しています。

◎故障・修理等のお問い合わせ先は、下記の通りです。

 電子メール　info@aimsports.jp

 FAX　03-6452-4594

Aim s.r.l

Via Cavalcanti 8,

20063 Cernusco sul Naviglio - MI

Italia

http://www.aim-sportline.com/

有限会社ベア (BEAR inc.)

〒 152-0003

東京都目黒区碑文谷 5-25-9

http://www.aimsports.jp/
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